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　モノは、「人間が使用（または利用）する」のが目的であるため、人間の心理や行動特性に基
づいたデザインが要求される。このような要求に対応するために、私は人間の心理や行動特性の
分析およびモノへの適用方法について研究を行っている。

人間の未来を考え、利便性だけでなく、人間の心や行動パターンに応じたモノづくりを目指して
いる。そして、自分の研究をあらゆるデザイン分野、そしてデザインと関連する分野で活用するこ
とを目指している。
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